





















































































JAPAN　SEA …マ触禦・42 NO ．．OMnSULA
ウ 、凶玉
切

























































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　へ　ロ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ロ　ロ
・… @　1　　　　／　　α゜3
100m／　　　　　　　0．02
5km　　　／　　　　　　　　0・01
NAGAHASHl
O7／03！25，9：00－15：00
0
　0　　　　0．0005　　　0．001　　　0．0015　　　0．002　　　0．0025
m願S
1200m　　　　1　　　　　　　　　　　　0．01
WAZIMA
O7103／25，9：00－15：00
、．。N　l　l　／　　　l
Fig7　V…ical　di・placem・n・・f・h・b…m・d・1（25km　i・　°。α。。。5　a。。1。側5α。。2α。。25
　　　1ength）and　an　active　fault（heavy　solid　Iine）found　by　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hz
　　　Inoue　et　al．（2007）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　m．S
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．08る。金沢港では120分まで取った場合でも0．6以上で相関が
下がらない結果となっている。長さによる変化については　　0．06　　　　　　　　KANAZAWA
25kmあたりにピークを持っている傾向が読み取れ，実際3　　　　　　　　　　　07103∠25，9：00・15：00
者の平均を取るといずれも25kmで最大値を示しその値は　　0．04
60分間で0．65，120分間で0．32となる。相関係数には振幅
の一致の度合いは含まれないので，振幅を含めての比較では　　0．02
別の検討が必要である。
　相関係数の検討によってこの中では25km長さのモデルが　　　0繋監鑓∴孫議鰻繋鰍高雀゜
ものである。図には井上他（2007）によって地下探査で確認
された灘の瀞層の位置が太嘆線で示されてい猟こ　F’g『器iamp”tude　spect「a°bse「ved　at　th「ee　tide
れがちょうど設定された断層の上端と一致する関係になって
いる。井上他（2007）によるとこの断層は従来からあって，　　振幅が減少する事を示している。今波源域の平均水深を
今回の地震で動いた事になっている。このことは今回の津波　　80mと仮定し，断層の長さの2倍の波長の津波が励起され
がこの活断層が逆断層として動いて海底に0．3m程度の上下　　たとすると周期は30分で金沢港のピーク値38分に近い。ま
変位を生じた事で津波を発生させた事を意味する。　　　　　　た同じ深さで走向に直交する方向で長さ9．5km（0。1m以上
（5）津波のスペクトル　　　　　　　　　　　　　　　　　　の領域の長さ）の2倍の波長の津波が励起されたとすると周
　2007年3月25日9：00－15：00（JST）に対して津波の振　　期は12分で長橋の二番目に周期の長いピーク値の周期17分
幅スペクトルを求めた。これをFig．8に示す。この結果によ　　に近い。このような考察からして金沢港では長軸方向，長橋
ると3者の間で特徴が見られる。すなわち，金沢港では単一　　では短軸方向にそれぞれ射出された津波の周期を記録したと
の鋭いピークを示すのに対し，輪島では幅が広いピークを示　　して理解出来る。これに対して輪島は両者の中間に位置する
し，長橋では3つのピークがあり，振動数とともにピークの　　ので，38分と17分の中間にピーク値を持つスペクトルにな
16　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本歯科大学紀要　第39巻
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Fig．9　Profile　of　sea　bottom　off　Nagahashi　tide　station　along　a　line　A－B　in　Fig．1
　　　（bottom）and　the　standing　waves　excited（top）．
ったものと考えられる。さらに長橋で観測された最も周期の　　り近い値であることから，この断層の走向の延長上で発生し
短いピーク値8．8分は大陸棚の固有振動の高調波として説明　　ていた事がわかる。さらに1993年の地震も逆断層であった
される。これを示したのがFig．9である。長橋の沖合では大　　事を考慮すると両者は類似の圧力場のもとで発生していると
陸棚の構造が凹地を形成しており，浅瀬を両端とする固有振　　いえる。
動が考えられる。その3倍高調波が8．8分で観測された3番　　　初動が長周期波として到達し，しばらくしてから短周期の
目のピーク値に等しい。ちなみに基本振動の周期は26分で　　湾の固有振動を励起した例は1952年のカムチャッカ津波の
これは第1と第2のピークの間に第2のピークのレベルの約　　岩手県宮古市の検潮記録でも見る事が出来る（中央気象台，
2／3の高さで観測されたものに対応すると考えられる。長橋　　1954）。これは初動が斜め入射で到達し，後続の波が垂直入
の最も長い周期（80分）である第1のピークに対応するも　　射で到達する事によるもので，初動には波源の性質が，後続
のが輪島でも観測されている事から，第1のピークは大陸棚　　波には観測点近傍で励起された波の性質が反映されている。
の振動に関する周期と見られる。
（6）浅海域の津波　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結論
　波源の水深は100m内外で，プレート境界等の深い海で起　　　津波のシミュレーションによって断層モデルから波源の位
こる津波に比べ浅い海域で発生した津波と言える。このため　　置と長さを検討し，震央から西南西に伸びる長さ25kmの逆
断層面積が小さいにもかかわらず，津波の初動周期は約2σ　断層が波源としてふさわしい事を示した。この断層の上端は
分（長橋，輪島）でやや長いものになっている。これに対し　　海底で確認された活断層の位置にあたることから，この活断
て既に述べた様に長橋では初動到達の40分後，周期4－5分　　層が動いて津波を発生させたとする事が出来る。
の短周期波が到達している。これは一旦外洋に放射された津
波が能登半島を広く取り巻く浅瀬の影響で屈折して輪島や長　　　　　　　　　　　　　　　謝辞
橋に到達したと考えると，説明出来る。外洋から海岸線に垂　　　北陸地方整備局金沢港湾・空港整備事務所から金沢港検潮
直に近い角度で入ると固有振動を励起しやすい事から，これ　　所，気象庁地球環境・海洋部海洋気象課海洋気象情報室から
が大陸棚上で定在波を形成したのである。　　　　　　　　　　能登長橋検潮所，国土地理院ホームページから輪島検潮所の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水位記録を提供してもらいました。また海上保安庁海洋情報
　　　　　　　　　　　　議論　　　　　　　　　　　　　　　部，西澤あつさ博士からは能登半島沿岸部の水深データを提
　今回の地震による断層は余震の結果に基づいて平田他　　供していただきました。記して感謝致します。
（2007）は長さ20km，幅13km，傾斜角65°としている。こ
れに対して津波を生じた断層の長さ25kmは仮定された幅　　　　　　　　　　　　参考文献
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